
新年度予算過去最大
中学校体育館改修工事
水道料金減免など
３月定例会・議会の情報をわかりやすく
令和８年６月１日発行　発行／東庄町議会　〒289-0692 千葉県香取郡東庄町笹川い4713‒131　電話 0478（86）6080

うのしょうグッ

Very Goodな東庄町にはあなたの関心が不可欠です！

東 庄 町 議 会 だ より

と

Vol.196
202 6 . 6

Cover

定例会などを行う議場の
風景です。
普段は多目的ホールとして
使用される場所が議場を
兼ねているのは、全国的に
も珍しいケースです。

中学校体育館改修工事
水道料金減免など
新年度予算過去最大
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３月 定 例 会

　　　 　　　 が 取り組むことが 取り組むこと

定
例
会
の
経
過

定
例
会
の
経
過

経
過
概
要

令和８年度予算可決

安心安全 東庄中学校

町議会

　
３
月
定
例
会
初
日
の
３
日
に
は
、
一
般
質

問
を
３
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

【
一
般
質
問
８
ペ
ー
ジ
】

　
続
い
て
、
議
員
発
議
に
よ
る
条
例
の
一
部

改
正
１
件
、
決
議
案
２
件
、
副
町
長
の
選
任

１
件
、
人
権
擁
護
委
員
の
諮
問
１
件
。
条
例

の
制
定
・
条
例
の
改
正
８
件
、
計
画
の
策
定

１
件
、
財
産
の
処
分
１
件
の
議
案
第
11
号
か

ら
第
20
号
ま
で
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
・
適
任
し
ま
し
た
。

【
議
決
結
果
６
ペ
ー
ジ
】

　
２
日
目
の
４
日
に
は
、
議
案
第
21
号
か
ら

議
案
第
24
号
ま
で
補
正
予
算
の
議
案
４
件
が

順
次
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

【
議
決
結
果
６
ペ
ー
ジ
】

　
次
に
、
令
和
８
年
度
の
８
会
計
予
算
案
が

順
次
上
程
さ
れ
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に

審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

一般会計予算　過去最大一般会計予算　過去最大

7373億億5,0005,000万円万円
限られた財源を有効に活用した予算とは？限られた財源を有効に活用した予算とは？

小中学校下校小中学校下校
ドローン見守りドローン見守り 体育館改修工事体育館改修工事

396396万円万円 １１億億9,5009,500万円万円
防犯・安全対策防犯・安全対策
本格運用開始本格運用開始

空調設備を設置空調設備を設置
外壁、内壁を塗装外壁、内壁を塗装

まちまち
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経
過
概
要

水道料金

子育て支援

　
５
日
、
６
日
及
び
９
日
に
は
、
予
算
決
算

常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
令
和
８
年
度
各
会

計
予
算
案
に
つ
い
て
、
慎
重
か
つ
詳
細
な
審

査
を
行
い
ま
し
た
。【

委
員
会
報
告
４
ペ
ー
ジ
】

　
最
終
日
の
13
日
は
、
令
和
８
年
度
各
会
計

予
算
案
に
つ
い
て
、
予
算
決
算
常
任
委
員
長

か
ら
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
討
論
の
後
、

採
決
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

【
討
論
３
ペ
ー
ジ
】

【
議
決
結
果
６
ペ
ー
ジ
】

　

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
案
に
つ

い
て
は
反
対
し
ま
す
。
ポ
ー
ク
＆
ビ
ア
夏

祭
り
で
、
東
庄
産
豚
肉
の
ブ
ラ
ン
ド
力
は

ど
れ
ほ
ど
上
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
開
催
場
所
を
間
違
え
て
い
ま
せ
ん

か
。
町
内
の
飲
食
店
を
貸
し
切
っ
て
や
っ

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
役
場
駐
車
場
で

開
催
さ
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
道
路
交

通
法
第
65
条
第
３
項
に
違
反
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
酒
類
を
提
供
す
る
こ
と
は

人
々
の
飲
酒
の
欲
望
を
満
た
す
も
の
で

あ
り
、
行
政
と
し
て
は
や
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
す
。
ポ
ー
ク
＆
ビ
ア
夏
祭
り
に

関
す
る
４
５
０
万
円
の
支
出
は
や
め
る

べ
き
で
す
。

　

ポ
ー
ク
＆
ビ
ア
夏
祭
り
は
10
年
以

上
や
っ
て
い
ま
す
が
、
飲
酒
運
転
の

事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
の
運
営
会
議
で
も
「
飲
酒
運
転

は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
認
め
な
い
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
観
光
協
会
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
１

日
約
８
千
人
、
３
日
間
で
約
２
万
人
超

の
来
場
者
が
あ
り
、
町
外
の
方
か
ら

も
開
催
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ

る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
神

崎
町
の
酒
蔵
ま
つ
り
に
匹
敵
す
る
よ

う
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
と

考
え
ま
す
の
で
、
一
般
会
計
予
算
案

に
賛
成
し
ま
す
。

　

ポ
ー
ク
＆
ビ
ア
夏
祭
り
の
開
催
に

つ
い
て
は
賛
成
で
す
。
町
内
町
外
の

方
が
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す

し
、
飲
酒
運
転
で
違
反
し
た
と
い
う

こ
と
も
今
ま
で
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

町
内
の
飲
食
店
で
開
催
し
て
は
ど

う
か
と
の
意
見
が
反
対
討
論
の
中
で

あ
り
ま
し
た
が
、
観
光
協
会
か
ら
商

工
会
に
加
入
し
て
い
る
飲
食
店
へ
協

力
依
頼
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が

叶
わ
な
い
と
い
う
事
実
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
飲
食
店
か
ら
自
分

の
店
で
の
開
催
を
望
む
意
見
も
聞
い

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

基本料金減免基本料金減免
本年８月まで延長本年８月まで延長

❶ 出産祝金 10万円❶ 出産祝金 10万円
❷ 小中学校入学祝金 5万円❷ 小中学校入学祝金 5万円
❸ 学校給食費無償を継続❸ 学校給食費無償を継続
❹ 高校生世代まで医療費無償❹ 高校生世代まで医療費無償
❺ 保育士処遇改善補助金引上げ❺ 保育士処遇改善補助金引上げ
❻ 妊婦ＲＳウイルス予防接種助成❻ 妊婦ＲＳウイルス予防接種助成

2,3252,325万円万円
物価高騰に伴う物価高騰に伴う
町独自の支援策町独自の支援策令和８年度

　　一般会計予算

反 対 高木武男 議員

賛 成 大網正敏 議員

賛 成 渡邊幸江 議員

今年度今年度

討 論
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委
員
会
報
告　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
費
は
ど
こ

を
予
定
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
町

に
は
合
計
何
台
あ
る
の
か
。

　

大
久
保
と
平
山
の
２
カ
所
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
合
計
で
９
台
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
目
的
は
。

　

住
民
の
安
心
安
全
の
た
め
、
ま
た
、

事
件
事
故
の
際
の
捜
査
に
も
協
力
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

選
挙
費
に
つ
い
て
、
投
票
日
の
時

刻
を
切
り
上
げ
る
こ
と
で
経
費
が
浮

く
の
で
は
。

　

期
日
前
投
票
が
普
及
し
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
、
近
隣
の
状
況
を
踏
ま

え
て
検
討
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等
助
成

金
の
子
ど
も
の
対
象
年
齢
は
何
歳
ま

で
か
。

　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
対
象
で
す
。

　

犬
猫
の
不
妊
及
び
去
勢
手
術
補
助

金
は
、
野
良
猫
は
対
象
と
な
る
の
か
。

　

野
良
猫
は
対
象
と
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
野
良
猫
を
継
続
的
に

管
理
す
る
方
が
い
る
場
合
は
、
飼
い

主
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
の
で
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
補

助
金
は
年
齢
や
面
積
の
要
件
は
あ

る
の
か
。

　

年
齢
や
面
積
の
要
件
は
な
い
が
、

新
規
就
農
で
５
年
後
に
３
６
０
万
円

の
所
得
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
要

件
で
す
。

　

物
産
品
販
路
拡
大
事
業
補
助
金
の

内
容
は
。

　

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
野
菜
無
料
配

布
や
ポ
ー
ク
＆
ビ
ア
夏
祭
り
の
豚
肉

の
宣
伝
広
告
費
に
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

栽
培
漁
業
振
興
総
合
対
策
事
業
で

放
流
す
る
場
所
と
魚
種
及
び
量
は
ど

の
く
ら
い
か
。

　

放
流
場
所
は
利
根
川
で
、
う
な
ぎ

60
キ
ロ
、
フ
ナ
２
０
０
キ
ロ
を
放
流

す
る
計
画
で
す
。

　

笹
川
駅
舎
交
流
セ
ン
タ
ー
と
は

ど
の
部
分
の
こ
と
？

　

駅
舎
建
物
に
入
っ
て
左
側
の
Ｊ

Ｒ
が
事
務
室
と
し
て
使
っ
て
い
た

部
分
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
増
額
理

由
は
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
増
や

す
こ
と
に
よ
り
、
基
金
の
増
額
を
見

込
ん
で
い
る
た
め
で
す
。

予算審査

一
般
会
計

一
般
会
計

歳
入
歳
入

一
般
会
計

一
般
会
計

歳
出
歳
出

議員が町の予算をチェック

令和８年度

民
生
費

農
林
水
産
業
費

議案審議
こんな質疑もでました

総
務
費

質答

質 質質 質

質

質質質質

答答答

答答答答

答

笹川駅入口

笹川駅舎交流センターの
　　設置及び管理に関する条例
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委
員
会
報
告 　

公
園
費
の
工
事
請
負
費
は
新
宿
公

園
に
対
す
る
工
事
費
な
の
か
。

　

工
事
請
負
費
の
公
園
施
設
整
備
工

事
費
は
新
宿
公
園
の
遊
具
設
置
工
事

費
、
公
園
施
設
等
修
繕
工
事
費
は
ふ

れ
あ
い
公
園
内
の
交
流
セ
ン
タ
ー
外

壁
工
事
費
な
ど
と
な
り
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
車
人
数
が
少

な
い
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
大
型
バ

ス
か
ら
30
人
乗
り
の
バ
ス
な
ど
に
変

更
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　

委
託
し
て
い
る
事
業
者
が
所
有
し

て
い
る
バ
ス
で
運
行
し
て
い
る
の
で
、

す
ぐ
に
変
更
は
難
し
い
が
、
今
後
は
、

事
業
者
と
効
率
的
な
運
行
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

老
朽
化
し
て
い
る
浄
化
槽
の
改
修

費
用
は
入
っ
て
い
る
の
か
。

　

現
在
、
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
業
協
同

組
合
が
費
用
の
積
算
を
し
て
い
る
中

で
、
令
和
７
年
度
も
財
政
調
整
基
金

に
積
み
立
て
し
て
お
り
、
今
後
の
改

修
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

家
族
介
護
慰
労
給
付
金
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
。

　

要
介
護
５
の
方
が
自
宅
に
て
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
か
っ
た

場
合
に
つ
き
１
万
円
給
付
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　以上のような質疑等が交わされ、
８会計について採決した結果、予算
決算常任委員会としては、原案のと
おり可決すべきものと決定しました。

　
「
笹
川
駅
舎
交
流
セ
ン
タ
ー
」

を
親
し
み
や
す
い
愛
称
に
変
え
る

企
画
は
あ
る
？

　

住
民
の
方
が
使
い
や
す
く
な

る
形
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

常
駐
す
る
管
理
人
な
ど
は
い

る
の
？

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
週
３

日
程
度
活
動
す
る
予
定
で
す
。

　

駅
舎
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
部
分
の

使
用
は
で
き
る
？

　

使
用
希
望
の
場
合
は
役
場
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

交
流
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
は
？

　

無
料
で
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
補
助
金
は
隊

員
何
名
分
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

　

企
画
関
係
で
３
名
、
農
政
関
係
で

１
名
、
観
光
関
係
で
１
名
を
採
用
し
、

合
計
５
名
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
施
設
工
事
費
で
、
下
総
橘
駅

前
観
光
ア
ー
チ
撤
去
工
事
費
と
あ
る

が
、
撤
去
の
み
で
新
設
は
考
え
て
い

な
い
の
か
。

　

ア
ー
チ
の
新
設
で
は
な
く
、
駅
舎

内
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設
置

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

土
木
費

食
肉
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

質質

質 質質 質

質

質

質 質答答

答 答

答

答

遊具設置が予算化された新宿公園

笹川駅舎交流センターの様子

撤去予定の下総橘駅前にある
現在のアーチ

教
育
費

　
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
電
子
的
な
表

示
機
器
を
使
い
情
報
を
発
信
す
る

「
電
子
看
板
」
の
総
称
。
ポ
ス
タ
ー

や
看
板
の
代
わ
り
に
映
像
や
画
像
を

表
示
す
る
仕
組
み
の
こ
と
。

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
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議 案
番 号

件名
（件名は一部省略しています）

議 決
結 果

海
宝
和
宏

渡
邊
幸
江

前
田
君
江

岩
井
弘
晃

越
川
良
男

桜
井
荘
一

宮
澤　

健

大
網
正
敏

板
寺
正
範

佐
久
間
義
房

高
木
武
男

鈴
木
正
昭

山
崎
ひ
ろ
み

栁
堀　

忠

発 １ 号 東庄町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ −

決 １ 号 議長、副議長及び議会推薦監査委員の申し合わ
せ事項の遵守を求める決議 【７ページ】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ −

決 ２ 号 鈴木正昭議会推薦監査委員の任期に関する勧告
決議【７ページ】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ −

同 １ 号 副町長の選任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

諮 ２ 号 人権擁護委員候補者の推薦 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 11 号
東庄町笹川駅舎交流センターの設置及び管理に
関する条例の制定 

【４・５ページ】
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 12 号 東庄町職員の旅費に関する条例の全部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 13 号 一般職の職員の給与等に関する条例等の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 14 号
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例及び特別職の職員で常勤のもの
の給与及び旅費に関する条例の一部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 15 号 東庄町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 16 号
東庄町行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用に関する条例の一部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 17 号 東庄町印鑑条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 18 号 東庄町国民健康保険税条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 19 号 東庄町過疎地域持続的発展計画の策定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 20 号 財産の処分 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 21 号 令和７年度東庄町一般会計補正予算（第６号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 22 号 令和７年度東庄町国民健康保険特別会計補正予
算（第４号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 23 号 令和７年度東庄町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 24 号 令和７年度東庄町食肉センター特別会計補正予
算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 ３ 号 令和８度一般会計予算【３ページ】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ −

議 ４ 号 令和８年度国民健康保険特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 ５ 号 令和８年度後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 ６ 号 令和８年度食肉センター特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 ７ 号 令和８年度訪問看護ステーション特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 ８ 号 令和８年度介護保険特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 ９ 号 令和８年度水道事業会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議 10 号 令和８年度国民健康保険東庄病院事業会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

賛成＝○　反対＝×
（議長・当事者は、採決に加わりません）

発➡発議　決➡決議案　同➡同意　諮➡諮問　議➡議案の略です。　詳細は議会録画中継をご覧ください。

３
月
定
例
会

３ 月 定 例 会
議 決 結 果わ た し の
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３
月
定
例
会

議 会 活 動 日 誌
【議長・議員が出席した主な行事】

区長会定例総会
東庄町国民健康保険運営協議会
東庄町保健推進協議会
千葉県町村議会議長会定例会
香取広域市町村圏事務組合議会定例会
栃木県足利市議会会派自民プラス視察来町
議会運営委員会
東庄町学校給食センター運営委員会
地域計画に係る農業者との意見交換（傍聴）
東庄町シニアクラブ連合会お楽しみ会
第３回東庄町歴史シンポジウム

議会３月定例会本会議
議会３月定例会本会議
予算決算常任委員会
予算決算常任委員会
予算決算常任委員会
東庄中学校卒業証書授与式
こじゅりんこども園修了証書授与式
東庄小学校卒業証書授与式
議会３月定例会本会議
議会全員協議会
発酵の里こうざき酒蔵まつり2026
東庄町学校給食調理業務委託業者選定委員会

15日
16日
18日
20日
〃　
24日

〃
25日
〃　
28日
〃　

3日
4日
5日
6日
9日

10日
12日
13日
〃　
〃　
15日
16日

19日

25日
28日
29日
31日

4日
〃　
7日

〃　
8日

〃　
11日

14日
21日
〃　
23日
28日

11日
13日

４月

５月

２月

３月

東庄町社会福祉協議会並びに千葉県共同募金
会東庄町支会理事会
東庄町空家等対策協議会
匝瑳市市制施行20周年記念式典
香取市合併20周年記念式典
広報編集委員会

諏訪大神例祭
左右大神例大祭
東庄小学校入学式
東庄中学校入学式
こじゅりんこども園入園式
東大社例祭
東庄町笹川駅舎交流センターリニューアル
オープン記念式典
香取神宮式年大祭
広報編集委員会
東庄町観光協会総会
シニアクラブ連合会総代会
東庄町学校運営協議会

小見川交通安全協会東庄支部総会
東庄町シニアクラブ連合会グラウンドゴルフ
大会

決議って？
　決議には２種類あり、地方自治法などで定められて法的効果があるものと、ない
ものがあります。上記二つの決議は法的効果がないものですが、東庄町議会の意思
表明として広く知っていただくために出されたものです。

　東庄町議会では、議長、副議長及び議会推薦監
査委員の選任にあたり、議会運営の公平性と円滑
化を図るため、慣例により２年交代とし、一旦辞
職願を提出し、その後の再選を妨げないとの申し
合わせの下で運用してきました。本決議案は、こ
れまで議会が合意してきた申し合わせ事項の趣旨
を、改めて議会全体で確認し、今後の議会運営の
安定につなげることを目的とし、議会の意思を明
確にするために提出しました。

議長、副議長及び議会推薦監査委員の
申し合わせ事項の遵守を求める決議

鈴木正昭議会推薦監査委員の任期に
関する勧告決議　

　東庄町議会は、申し合わせ事項により議会推薦
監査委員は２年での自主的退任を慣行としてお
り、長年にわたり議会の円滑な運営と監査機能の
活性化に寄与してきました。全議員が等しく遵守
してきた慣行を破ることは、議会の秩序と信頼関
係を損なうものであるため、鈴木正昭議会推薦監
査委員におかれては、法定任期の存在は認識して
いるが申し合わせ事項を遵守し、速やかに自主的
退任するよう勧告するものです。

議案を詳しく議案を詳しく
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一
般
質
問

▪子育てを応援
▪高齢者の生きがいと
　地域社会の活性化

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
役

割
、
更
に
相
談
件
数
、
内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

は
、
母
子
保
健
機
能
と
児
童
福
祉
の
機
能

を
連
携
し
な
が
ら
、
子
育
て
世
代
な
ど
に

対
す
る
一
体
的
な
支
援
を
切
れ
目
な
く
対

応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。　

保
健
師
２
名
、
社
会
福
祉
士
１
名
、
保
育

士
１
名
が
そ
れ
ぞ
れ
保
健
衛
生
係
と
子
育

て
支
援
係
よ
り
兼
務
で
配
置
さ
れ
て
お

り
、
専
門
職
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
相
談

対
応
件
数
は
２
９
３
件
で
、
主
な
業
務
と

し
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
世
代
全
般

の
相
談
、
合
同
ケ
ー
ス
会
議
の
開
催
、
関

係
機
関
と
の
連
携
、
地
域
資
源
の
開
拓
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
短
期
支
援
事
業
は
、
保
護

者
が
何
ら
か
の
理
由
で一時
的
に
子

ど
も
の
養
育
が
困
難
に
な
っ
た
際
、
利
用

で
き
る
も
の
だ
が
、
当
町
で
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
昨
年
７
月
か
ら
開
始
し

た
子
育
て
短
期
支
援
事
業
（
こ
ど
も
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
）
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
１

月
現
在
、
町
内
の
利
用
者
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
特
に
利
用
が
必
要
と
思
わ
れ
る

家
庭
へ
の
勧
奨
は
数
件
あ
り
ま
し
た
が
、

実
際
の
利
用
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
状

況
で
す
。
今
後
は
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

数
年
前
の
デ
ー
タ
で
、
子
ど
も
の
虫

歯
罹
患
率
が
高
く
悪
い
数
値
で
あ
っ

た
が
、
当
町
の
現
状
と
対
策
は
。

健
康
福
祉
課
長　
東
庄
町
の
幼
児
の
虫
歯

罹
患
率
は
徐
々
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。１
歳
６
か
月
児
健
診
で
の
罹
患
率
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
は
０

％
で
、
３
歳
児
健
診
で
の
罹
患
率
は
、
令

和
５
年
度
が
７
．
１
％
と
同
年
の
県
平
均

６
．
８
％
を
上
回
っ
て
は
い
ま
す
が
、
令

和
６
年
度
に
は
５
．
６
％
と
減
少
し
て
い

ま
す
。

 

町
の
対
策
と
し
て
は
、
各
健
診
や
相
談

事
業
で
歯
科
衛
生
士
、
栄
養
士
、
保
健
師

に
よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
や
歯
科
の
健

康
教
育
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
た
め
の
居
場
所
づ
く
り
と

し
て
、
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
何
か
。

健
康
福
祉
課
長　
令
和
２
年
に
作
成
し
た

「
こ
じ
ゅ
り
ん
体
操
」
を
地
域
で
実
施
す

る
自
主
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
笹
川
地
区
で
５
カ

所
、
神
代
地
区
で
２
カ
所
、
東
城
地
区
で

３
カ
所
、
橘
地
区
で
１
カ
所
の
合
計
11
グ

ル
ー
プ
が
活
動
し
て
お
り
、
地
域
の
区
民

館
、
ふ
れ
あ
い
公
園
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
、
町
公
民
館
を
活
動
場
所
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
自
主
グ
ル
ー
プ
を
通
い
の
場
と

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
町
で
は
補
助
金
を

整
備
し
、
月
２
回
以
上
の
活
動
が
あ
る
グ

ル
ー
プ
に
「
高
齢
者
サ
ロ
ン
」
と
し
て
補

助
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

の
「
高
齢
者
サ
ロ
ン
」
を
訪
問
し
、
出
前

講
座
と
し
て
介
護
予
防
等
に
関
す
る
ミ
ニ

講
座
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
た

り
、
サ
ロ
ン
の
継
続
支
援
や
新
規
サ
ロ
ン

の
立
ち
上
げ
支
援
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
務

所
を
移
転
し
て
、
会
員
の
居
場
所

づ
く
り
に
機
能
強
化
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
作
業
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
旧

橘
幼
稚
園
は
、
十
分
な
広
さ
の
部
屋
も
あ

る
た
め
、
施
設
を
有
効
活
用
で
き
る
と
考

え
ま
す
。
高
齢
者
が
気
軽
に
集
え
る
場
所

と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
移

転
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

子どもも高齢者も元気な町に

録画中継

保護者の疾病、出産、育児疲れ、冠
婚葬祭などの理由で、一時的に子ど
もの養育が困難な場合、児童養護施
設や乳児院などで数日間子どもを預
かる自治体のサービス。18歳未満

（主に2歳～小学生以下）が対象で、
宿泊や日帰りで食事や生活援助を提
供し、子育て家庭の孤立や負担を軽
減する。

子育て短期支援事業
（こどもショートステイ）

山
崎  

ひ
ろ
み 
山
崎  

ひ
ろ
み 

議 員

ya
m

az
ak

i 
hi

ro
m

i
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一
般
質
問

▪選挙投票率　
▪クーポン券デジタル化
▪若者支援
▪移住コーディネーター

町
の
発
展
に
は
選
挙
の
投
票
率
向

上
は
必
須
だ
と
思
う
が
何
か
施
策

は
あ
る
か
。

総
務
課
長　
町
の
投
票
率
は
横
ば
い
か
ら

下
降
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
先
日
執
行
さ
れ

た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
率
は
50
．

90
％
で
し
た
が
、
平
成
10
年
代
に
は
約
65

％
か
ら
77
％
ま
で
の
間
で
推
移
し
て
い
ま

し
た
。
投
票
率
の
高
い
東
庄
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
に
関
し
て
は
、
直
近
の
令
和
５

年
執
行
時
に
は
投
票
率
57
．
42
％
で
し
た

が
、
平
成
10
年
代
に
は
70
％
台
後
半
で
推

移
し
て
い
ま
し
た
。

　
選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
の
施
策

と
し
て
、
投
票
立
会
人
を
高
校
生
等
若
者

た
ち
が
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
や

家
庭
で
選
挙
が
話
題
に
な
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
選
挙
を
「
じ
ぶ
ん
ご
と
」
と
し
て

と
ら
え
る
よ
い
機
会
に
な
る
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
、
町
の
実
情
に
即
し

た
形
で
、
選
挙
に
関
す
る
周
知
啓
発
の
充

実
や
、
実
施
可
能
な
工
夫
を
重
ね
る
こ
と

に
よ
り
、
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
、
投
票

率
の
向
上
の
た
め
の
取
組
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
券
や
商
品
券
な
ど
の
発
行

コ
ス
ト
削
減
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　
当
町
の
商
品
券
等
は
定
期
発

行
で
は
な
く
、
交
付
金
等
が
あ
る
場
合
に

実
施
し
て
い
る
た
め
、
次
回
の
事
業
実
施

時
期
が
見
通
し
に
く
い
点
や
、
交
付
金
事

業
は
迅
速
な
執
行
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
店
舗
側
の
対
応
が
時
間
的
に
難
し
い

点
な
ど
を
含
め
、
町
独
自
の
新
規
シ
ス
テ

ム
構
築
は
費
用
対
効
果
の
面
で
慎
重
に
判

断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
次
回
以
降
は
、
給
付
型
か
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
か
と
い
っ
た
事
業
形
態
の
迅
速
性
を

踏
ま
え
、
紙
、
既
存
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
カ
ー
ド
等
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
方
式
を
総
合
的
に
比
較
し
、
確

実
で
効
率
的
な
手
法
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。若

者
が
町
外
に
流
出
す
る
理
由
と

そ
の
対
策
を
伺
う
。

総
務
課
長　
若
年
層
の
減
少
率
が
町
全
体

の
減
少
率
よ
り
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
理

由
と
し
て
は
、「
働
く
場
が
不
十
分
」、「
道

路
・
交
通
の
便
が
悪
い
」、「
本
町
か
ら
通

勤
通
学
で
き
る
範
囲
に
大
学
や
就
職
先
が

少
な
い
」
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

若
者
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
多
角
的
な

支
援
は
で
き
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
若
者
に
対
象
を
意
識

し
た
支
援
に
つ
い
て
は
、
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
町
で
は
、
商
工
会
と
連
携
し
た

起
業
相
談
や
創
業
支
援
、
役
場
内
で
の
求

人
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
求
人
情
報
の
掲
載
な
ど
の
仕
事
情

報
の
発
信
、
住
宅
取
得
補
助
制
度
な
ど
を

実
施
し
て
お
り
、
住
宅
補
助
で
は
40
歳
未

満
へ
の
加
算
措
置
も
設
け
て
い
ま
す
。

若
年
層
も
対
象
と
な
る
支
援
も
実
施
し
て

お
り
ま
す
が
、
制
度
の
多
く
は
年
齢
要
件

を
限
定
し
て
い
な
い
仕
組
み
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
は
、
各
施
策
の
連
携
や
情
報

整
理
を
進
め
、
若
年
層
に
も
活
用
し
や
す

い
支
援
体
制
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。効

果
的
な
移
住
施
策
を
進
め
る
た

め
に
当
町
で
も
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　
空
き
家
バ
ン
ク
の
有
効
活
用

を
図
り
、
移
住
定
住
者
を
増
や
し
て
い
く

た
め
に
は
、
昔
か
ら
の
町
民
で
地
域
の
実

情
を
わ
か
っ
て
い
る
方
や
ご
自
身
の
移
住

体
験
に
基
づ
き
移
住
定
住
の
推
進
を
担
っ

て
い
た
だ
け
る
方
を
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
委
嘱
す
る
こ
と
、
ま
た
、
移

住
定
住
対
策
を
専
門
と
す
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
募
集
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
多
古
町
や
栃
木
県
の
中
之

条
町
な
ど
の
事
例
を
参
考
に
本
町
に
ふ
さ

わ
し
い
移
住
定
住
対
策
を
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。　

　
移
住
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
地
元

の
こ
と
を
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
る
方
に
繋

ぐ
こ
と
で
移
住
の
推
進
が
図
れ
る
と
考
え

ま
す
の
で
、
個
別
の
物
件
に
対
す
る
相
談

が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
地
区
の
実
情
を

よ
く
理
解
さ
れ
て
い
る
方
を
紹
介
す
る
な

ど
し
て
移
住
の
推
進
に
努
め
て
行
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

若者に届く支援を！

録画中継

岩
井
　
弘
晃

議 員

iw
a

i 
h

ir
o

a
k

i 
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道
路
交
通
法
で
は
、
飲
酒
運
転
す

る
恐
れ
の
あ
る
者
に
対
し
て
、
酒

類
を
提
供
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
見
解
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
酒
類
を
提
供
す
る
催

し
で
あ
る
以
上
、
飲
酒
運
転
の
防
止
は
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
町
と
し
て
も
強
く
意

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　
道
路
交
通
法
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
酒

類
提
供
時
に
運
転
予
定
で
あ
る
こ
と
を
認

識
で
き
た
か
ど
う
か
な
ど
、
個
別
の
状
況

に
よ
り
判
断
さ
れ
る
も
の
と
理
解
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
来
場
者
の
中
に
車
利

用
者
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
だ
け

で
直
ち
に
違
反
と
評
価
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
と
整
理
し
て
い
ま
す
。現
時
点
で
は
、

具
体
の
違
反
事
実
が
確
認
さ
れ
た
と
の
報

告
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
法
令
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
疑
義
が
生
じ
な
い
運
営
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
内
の
飲
食
店
の
出
店
者
は
な
く
、

イ
ベ
ン
ト
会
場
の
周
り
の
方
々
は
、

騒
音
で
迷
惑
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ク
＆
ビ
ア
は
、
何
の
た
め
、
誰
の
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
ポ
ー
ク
＆
ビ
ア
夏
祭

り
は
、
本
町
出
身
者
の
帰
省
動
機
を
創
出

し
、
将
来
的
な
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
へ
つ
な
げ

る
こ
と
、
特
産
品
で
あ
る
豚
肉
の
Ｐ
Ｒ
に

よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
図
る
こ
と
、
地

域
住
民
の
交
流
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
６
月
に
は
、
八
街
市
で
飲

酒
運
転
に
よ
る
小
学
生
５
人
が
死

傷
す
る
痛
ま
し
い
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

約
３
０
０
０
人
も
の
車
で
の
来
場
者
の
う

ち
で一人
で
も
飲
酒
運
転
に
よ
る
人
身
事

故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
誰
が
責
任

を
と
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
万
が
一
事
故
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
ま
ず
は
運
転
者
本
人
の

責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。
そ
の
上
で
、
主
催

団
体
や
関
係
者
の
責
任
の
有
無
は
個
別
の

事
実
関
係
に
よ
り
判
断
さ
れ
ま
す
。

万
が一、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
が

発
生
し
た
場
合
、
町
の
監
督
責
任

が
問
わ
れ
ま
す
。
町
の
ブ
ラ
ン
ド
を
掲
げ

な
が
ら
、
一歩
間
違
え
ば
町
の
信
頼
を
失

墜
さ
せ
る
重
大
な
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
町
と
し
て
は
、
飲
酒

運
転
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
と
の
立
場
を

明
確
に
し
て
お
り
、
そ
の
認
識
は
イ
ベ
ン

ト
開
始
当
初
か
ら
主
催
者
と
共
有
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
が
、
今
回
の
一
般
質
問
も
一
つ

の
契
機
と
し
て
、
販
売
時
確
認
の
明
確
化

な
ど
、
更
に
実
効
性
の
高
い
安
全
対
策
の

構
築
に
、
主
催
団
体
と
共
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ポーク＆ビア夏祭りについて

録画中継

一
般
質
問

高
木
　
武
男

議 員

ta
k

a
g

i 
ta

k
e

o

▪道路交通法
　第65条第3項に
　違反する恐れ

６月定例会の予定

傍聴できますので、
ぜひお越しください！

第1項　何人も、酒気を帯びて車両等を運転
してはならない。

第３項　何人も、第１項の規定に違反して車
両等を運転することとなるおそれのある者に
対し、酒類を提供し、又は飲酒をすすめては
ならない。

道路交通法第６５条
（酒気帯び運転等の禁止）

一般質問は一般質問は
６月５日（金）６月５日（金）
６月８日（月）６月８日（月）
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　日本でも例のない取り組みを東庄町
が先駆けていること、最先端の技術を
駆使して町が進化しようとしているこ
と、目からうろこのお話を一同熱心に
聞き入りました。まさに東庄町発展の
カギはドローン！

　当日は100人を超える方が来場し、大にぎわ
いとなった笹川駅。交流センターということ
で、これからは世代を超えて、様々な方が出逢
い化学反応が起こる場となるでしょう。活かし
方も未知数。皆さんの考えた企画や提案が採用
されるかもしれません。 現在、日によっては
キッチンカーの出店もあります。駅内には毎日
ではありませんが、地域おこし協力隊の阿部さ
んが駐在しています。まずはぜひ足をお運びく
ださい。

東庄町ドローンパークの榎本代表をお招きして、ドローンの「こ
れから」を伺いました。

新たな交流の場、笹川駅！
再出発の記念式典に出席しました。

委員会をはじめ様々な
活動の中で、主だったも
のを紹介します。議会活
動もなかなか幅広い！？

総務産業常任委員会・文教福祉常任委員会合同

広報編集委員会

2
10

4
11

勉強会「ドローンの展望について」

笹川駅舎交流センター
　　リニューアルオープン 議会だよりをパワーアップ

　より読んでいただき、より町の政治に関心を
持っていただけるよう、熱い議論を重ねました。

　今までも細かい部分で修正
を重ねてきたのですが、「議会
だよりを一度も読んだことが
ない」というお声を頂くことも
あり、何とかしたいという想い
でリニューアルにいたりました。

　編集委員それぞれ知恵を絞り、アイデアを出
し合い、タイトルの見直し、新コーナーや雰囲
気の変更など、今までにないくらい大胆に変更
しました。もちろん賛否はあるかと思いますが、

「読んでいただきたい」という一心で編集にあ
たっています。

　読みやすさへの工夫や中身の充実はまだまだ
道半ばです。手に取りたくなる、堅すぎず、中
学生からでも読めるような、そんな議会だより
にしたいと委員一同考えております。

議会

活活動
報告

議
会
活
動
報
告



　
新
緑
の
頃
、
田
ん
ぼ
を
見
回
り
な
が

ら
、
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
見
つ
け

て
は
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
幸
福
感
に
浸
っ

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 　

　
さ
て
、
新
生
議
会
だ
よ
り
、｢

ベ
リ
ー

グ
ッ
と
う
の
し
ょ
う｣

を
お
手
に
取
っ

て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
幅
広
い
世
代
の
方
々
に
、
私
た

ち
議
員
の
日
々
の
活
動
を
今
ま
で
以
上

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
表

紙
と
裏
表
紙
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い

た
し
ま
し
た
。｢

ベ
リ
ー
グ
ッ
と｣

の

濁
点
を
苺
に
し
て
み
た
り
、
ミ
ツ
バ
チ

を
飛
ば
し
て
み
た
り
と
。 

　

表
紙
の
議
場
は
A
I
加
工
し
た
も

の
に
な
り
ま
す
。
裏
表
紙
の
新
コ
ー

ナ
ー
、
ぐ
っ
と
ボ
イ
ス
は
皆
様
の
お
知

り
合
い
が
登
場
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ど
う
ぞ
楽
し
み
に
し
て
下
さ
い

ね
。
ま
だ
ま
だ
変
化
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　

次
の｢

ベ
リ
ー
グ
ッ
と
う
の
し
ょ

う｣

も
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

前
田
君
江

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

編 集 委 員

岩井　弘晃

前田　君江

山崎ひろみ

板寺　正範

渡邊　幸江

海寳　和宏

グ
ッ
と
ボ
イ
ス

きかせてください！

東庄町石出堰の自然を守る会
会長 林 誠 さん

芝桜の会   　
代表 宮内 ふさ子 さん

芝
桜
で

　
笑
顔
咲
く
。

守
り
た
い
、

　
こ
の
自
然
。

グ
ッ
と
な
町
に
す
る
た
め
に

グ
ッ
と
な
声
を
ご
紹
介
！

今年７月で、発足13年目を迎える芝桜の会の代表、
宮内ふさ子さんにお話を伺いました。

■活動を始めたきっかけは？
　ふれあいセンターの敷地内に約20坪程の芝桜を
育てていらした方がいて、その美しさに心を奪わ
れたことと、これを母親や高齢者の方などに見せ
てあげたいなぁと思ったのが始まりでした。 
■活動の中でのご苦労は？
　一番の苦労は、草取り。荒れ地を手作業で整
えていくのも大変でした。当初は少人数でしたが、
少しずつ参加者が増え、現在34名になり、ふれあ
いセンターの敷地いっぱいに芝桜を咲かせる事が
会員の目標になりました。しかし、全くのボラン
ティアなので、苗や用具、作業中の飲み物に至る
まで全て自分持ち。平成26年の予算は10,500円
でしたが、現在、社会福祉協議会・農村ふれあい塾・
観光協会・漬物研究会からの助成、また個人の寄
付金・年会費等で運営しています。
■町民の皆さんへメッセージ
　会員の年齢は、平均70才を超えたので若い力が
ほしい。ここまで作り上げた芝桜の花園を一緒に
育んでいってほしい。会を立ち上げ、多くの出会い
が喜びと活力になりました。これから出会う皆さ
んとも分かち合ってゆきたい。年齢を問わず、常に
会員を募集しています。

－取材後記－
　20坪程の芝桜の花園は、今や約2,000坪まで大
きくなり町内外からも沢山の観光客で賑わっていま
す。その努力と成果に心より敬意を表したいと思い
ます。　　　　　　　　 インタビュアー　前田君江

豊かな自然と希少な生物が棲息する石出堰親水公
園。林会長に未来への展望を伺いました。

■活動を始めたきっかけは？
　昔、近所の水神様にホタルがいたことを懐かし
く思い、復活すればいいなと考えていました。自
然観察教室で石出堰にホタルが生息していること
を知り、同じ想いの皆さんと会を発足しました。
■公園の魅力・守りたい自然は？
　なんといってもゲンジボタルが飛び交う姿です。
生活排水や農薬が入らない湧水地なので、トンボ、
チョウなど多種の昆虫が生息し、湿地を好む植物
も多く自生しています。芝生広場の水辺では家族
で水遊びもでき、心が癒される場所です。
■どのような活動をされていますか？
　公民館の自然観察教室の協力団体になり、ホタ
ルの鑑賞会、秋の鳴く虫観察会、冬の野鳥観察会
への参加や、湿地園の再生、倒木や竹の処理など
の清掃活動を通じて環境保全に努めています。ま
た、千葉市ゆかりの大賀ハスも植え付けしたので
開花が楽しみです。
■町民の皆さんへメッセージ
　今後、予定している池の堆積物の除去や湿地園の
再生にはプロの力(重機使用)が必要です。この貴重
な自然を後世まで大切に繋いでいきたいと思ってい
ます。皆さんのご協力とご入会をお待ちしています。 

－取材後記－
　ゲンジボタルの幻想的な乱舞を見て、懐かしさ
と東庄町にこの素晴らしい自然がある幸せを感じ
ました。今後も未来へ繋ぐ活動に期待しています。

インタビュアー　板寺正範
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